
～ 令和５年度 令和６年度

①郵送
　健康応援ガイドに添付されている申込用紙、
またはハガキを郵送
② 窓口
　保健センター窓口での申込み

既存の①②の申込方法に加えて、LoGoフォームに
よるオンライン申込みを導入

【現状】
・窓口での申込は、平日の開庁時間のみ
・申込用紙を紛失した場合の手間
・郵便料金の負担

【期待する効果】
・市民の利便性向上
・２４時間申込可能
・郵便料金が発生しない

申込先着順で市が検診日時を割振リ、受診日の２
週間前に受診券等を送付するため、基本的に市民
が予約する必要はない。
・申込受付時に市民へ希望日の調査はなし
・日程を変更したい場合のみ、コールセンターへ電
話連絡

申込みをした市民へ受診案内を送付し、ご自身で
検診日時を選んで予約
・予約方法は、コールセンターとWEBを選択
・予約の変更も予約時と同様の方法

【現状】
・受診日が分かるのが約２週間前
・申込は定員人数に達するが、キャンセルが多い
（無断を含む）ため受診率が低い
・日程変更は可能だが、検診日の枠には限りがあ
るため、必ずしも希望の日時に変更できるとは限ら
ない

【期待する効果】
・利便性の向上による、受診率増加
・無断キャンセル率の減少
・ライフスタイルに合わせた予約や日程変更の実現

【勧奨対象者】
２１・２３・２５・２７・２９・３１・３３・３５・３７・３９歳にな
る女性

対象者に４１・４３・４５歳を追加

【現状】
・全国で、４０歳代の有病率は３０歳代後半とほぼ
同じ割合
※出典：全国がん研究センター がん情報サービス「がん統計」

・勧奨年齢の２０・３０歳代と、公募の４０歳代では、
勧奨年齢の方が受診率が高い。

【期待する効果】
・公募の申込みが不要になるため、対象者の負担
が軽減される。
・受診勧奨通知を送付することで、受診率の向上に
つながる。
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